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技

術

研

修

会

は

高

橋

委

員

長
の
司
会
で
、
初
め
に
販
売
を

し
て
い
る
リ
ン
テ
ッ
ク
コ
マ
ー

ス
が
挨
拶
し
た
後
、
岩
崎
通
信

機
の
菅
野
嘉
美
副
部
長
が
、
プ 

 

             

 

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
な
が
ら

「
ラ
ベ
ル
マ
イ
ス
タ
ー
Ｅ
Ｍ
❘

２
５
０
Ｗ
」
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。 

菅
野
氏
は
初
め
に
同
社
の 

 

五

十

年

に

亘

る

印

刷

業

界

進
出
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
し
、

二
〇
〇
七
年
に
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
技
術
の
応
用
を
開
始
し
、
二

〇
一
〇
年
の
ラ
ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
デ
ジ
タ
ル
印
刷
の
参
考
出

展
を
し
た
こ
と
な
ど
を
語
り
ま

し
た
。 

そ

し

て

ラ

ベ

ル

マ

イ

ス

タ

ー
の
最
大
の
特
徴
で
も
あ
る
、

白
イ
ン
ク
を
引
く
こ
と
で
、
隠

ぺ
い
性
を
高
め
、
ア
イ
キ
ャ
ッ

チ
に
抜
群
の
効
果
を
発
揮
し
、

い
ま
や
白
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
必
須
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。 

同
機
の
特
徴
と
し
て
は
、 

白
イ
ン
ク
、
ス
ピ
ー
ド
、
コ

ス
ト
、
ス
ペ
ー
ス
、
メ
デ
ィ
ア

フ
リ
ー
、
付
加
価
値
印
刷
、
長

尺
・
バ
リ
ア
ブ
ル
な
ど
で
あ
る

が
、
新
た
な
特
徴
と
し
て
特
色

指
定
の
色
合
わ
せ
を
検
討
し
て

お
り
、
今
は
色
チ
ャ
ー
ト
を
出

力
し
、
近
似
色
を
探
す
と
い
う

こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
Ｒ 

に
色
変
換
テ
ー
ブ
ル
「
ス
ウ
ォ

ッ
チ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
持
た

せ
，
Ｄ
Ｉ
Ｃ
〇
〇
番
と
特
色
指

定
に
対
し
変
換
を
行
い
、
通
常

通
り
出
力
が
で
き
る
、
作
業
時

間
の
大
幅
な
短
縮
も
可
能
と
な

っ
た
と
説
明
し
ま
し
た
。 

続

い

て

大

東

マ

ー

ク

の

清

水
佳
則
社
長
が
導
入
の
理
由
に

つ
い
て
「
当
社
は
工
業
系
の
ラ

ベ
ル
が
九
八
％
で
す
が
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
売
り
上
げ

か
急
減
し
、
さ
ら
に
得
意
先
の

中
国
へ
製
品
転
注
な
ど
も
あ
り
、

工
業
系
ラ
ベ
ル
の
生
産
比
率
が

ダ
ウ
ン
し
た
た
め
、
食
品
、
ア

パ
レ
ル
、
化
粧
品
等
の
別
業
種

の
顧
客
獲
得
が
会
社
の
生
き
残

り
手
段
と
な
り
、
導
入
を
決
断

し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
「
導
入
に
関
し
て
は
、

十
年
前
よ
り
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
抵
抗
は

ま
っ
た
く
な
く
、
さ
ら
に
以
前

よ
り
品
質
ア
ッ
プ
や
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
が
図
れ
た
」
と
語
っ
た
。 

こ
の
後
、
参
加
者
が
実
際
に

工
場
へ
移
動
し
、「
ラ
ベ
ル
マ
イ

ス
タ
ー
」
の
稼
働
を
見
学
し
、

そ
の
印
刷
の
仕
上
が
り
と
ス
ピ

ー
ド
に
目
を
見
張
り
ま
し
た
。 

参
加
者
の
一
人
は
「
予
想
以

上
の
印
刷
の
出
来
栄
え
に
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
特
に
白
イ
ン

ク
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ

だ
け
の
印
刷
効
果
が
得
ら
れ
る

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
」
と
語

る
な
ど
、
他
の
参
加
者
か
ら
も

感
嘆
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。 
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1 ゆえ

5 ゆゆ

うええ

3 お 6

ああ 3

ううう

ふ 2 ぬ

1 ぬゆ

8 ゆえ

5 うう

ううう

2 

技
術
・
環
境
対
策
委
員
会(

高
橋
邦
浩
委
員
長)

主
催
の
技
術

研
修
会
が
、
二
月
十
三
日(

金)

午
後
四
時
よ
り
、
墨
田
区
の
大

東
マ
ー
ク
工
業
の
本
社
工
場
で
開
催
さ
れ
岩
崎
通
信
機
の
「
デ

ジ
タ
ル
印
刷
機
ラ
ベ
ル
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
紹
介
を
兼
ね
た
セ
ミ

ナ
ー
研
修
を
行
い
、
組
合
員
二
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

技
術
・
環
境
対
策
委
員
会
主
催 

岩
通
製
ラ
ベ
ル
マ
イ
ス
タ
ー
の
実
演
を 

大
東
マ
ー
ク
工
業
で
組
合
員
二
〇
名
参
加 

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


   

 

  

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー

が
、
今
年
も
三
月
六
日(
金)
午

後
三
時
よ
り
、
リ
ン
テ
ッ
ク
の

飯
田
橋
オ
フ
ィ
ス
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
組
合
員
・
会
友
、
そ

し
て
テ
レ
ビ
中
継
を
通
し
て
多

く
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。 

今

回

は

第

一

部

と

し

て

、

「
電
子
写
真
方
式
に
よ
る
オ
ン

デ
マ
ン
ド
印
刷
」
と
し
て
、
三

起
機
械
と
日
本
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ド

パ
ッ
カ
ー
ド
の
二
社
が
参
加
し

ま
し
た
。 

三
起
機
械
は
、
デ
ジ
タ
ル
ラ

ベ
ル
印
刷
機
「
Ｓ
Ｄ
Ｐ
―
３
３ 

 

      ０
」
と
、
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ッ
タ
ー
搬
送
機(

ル
ー
ル
ｔ
ｏ

ロ
ー
ル
使
用)

「
Ｓ
Ｃ
Ｐ
❘
３
５

０
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
日
本
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ド

パ
ッ
カ
ー
ド
は
、
同
社
の
「
Ｉ

ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｏ
」
シ
リ
ー
ズ
の
デ

ジ
タ
ル
ラ
ベ
ル
印
刷
機
各
種
を

紹
介
し
、
導
入
事
例
と
し
て
Ｍ

Ｓ
Ｐ
が
導
入
の
経
緯
や
ど
ん
な

印
刷
物
を
印
刷
し
て
い
る
の
か

な
ど
に
つ
い
て
、
ユ
ー
ザ 

ー

の
立
場
で
紹
介
し
ま
し
た
。 

休

憩

を

挟

ん

で

第

２

部

と

し
て
「
樹
脂
凸
版
に
よ
る
糊
塗

工
技
術
」
に
つ
い
て
、
シ
ー
ル

印
刷
大
阪
府
協
同
組
合
の
永
井

謙
太
良
理
事
長
、
東
洋
紡
、
加

貫
ロ
ー
ラ
ー
製
作
所
、
ノ
ー
テ

ー
プ
工
業
、
丸
昌
化
学
工
業
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
説
明
し
ま

し
た
。 

全
日
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
と
な

っ
た
が
、
今
回
も
テ
レ
ビ
中
継

さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
参
加
者

が
注
目
し
ま
し
た
。 

 

                

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会(

小
宮
山
光
男
会

長)

主
催
の
、
「
第
五
十
七
回
年

次
大
会
大
阪
大
会
」
は
、
十
月

九
日(
金)

に
、
シ
ー
ル
印
刷
大 

 

阪
府
協
同
組
合
の
担
当
で
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ほ
ど

募
集
概
要
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
今
回
は
十
年

ぶ
り
の
大
阪
大
会
と
な
り
、
く

し
く
も
阪
神
淡
路
だ
い
し
ん
さ

い
か
ら
二
十
年
の
節
目
の
年
に

当
た
る
た
め
、
見
事
に
復
興
し

た
関
西
を
確
か
め
て
も
ら
え
る

よ
う
な
大
会
に
し
た
い
と
し
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
「
新
し
い
時
代
に

向
か
っ
て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
そ
の
成
果
を
得
る
べ

き
行
動
と
し
て
、
『
一
笑
懸
命 

 
 

 
 

 
 

 

笑
売
繁
盛
』
を
サ
ブ
テ
ー
マ

に
、
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

商
都
の
真
ん
中
、
大
阪
梅
田
で

開
催
し
ま
す
。 

今

回

は

大

会

式

典

と

懇

親

会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
懇
親

会
で
は
、
梅
花
女
子
大
学
・
短

期
大
学
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

の
チ
ア
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
＆
フ
ラ
ダ
ン
ス
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
翌
日
に
は

懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

大

阪

の

組

合

で

は

す

で

に

準
備
に
入
っ
て
お
り
、
一
社
で

も
多
く
の
参
加
者
を
期
待
し
て

い
ま
す
。 

                 

 

               

 

全
日
シ
ー
ル
主
催
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催 

電
子
写
真
方
式
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
機
と 

樹
脂
凸
版
に
よ
る
糊
塗
工
技
術
の
説
明
会 

 

満員盛況だった第２回セミナー  

第 57 回年次大会大阪大会  

10 月９日にヒルトン大阪で開催 

「新しい時代に向かって」テーマに  

会場となるヒルトン大阪ホテル  



東
京
都
中
央
会 

 

中
小
企
業
組
合
の
情
報
化
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
実
態
調
査 

■
調
査
目
的 

中

小

企

業

組

合

の

組

合

情

報
化
に
関
す
る
実
態
及
び
取
り

組
み
状
況
を
把
握
し
、
効
果
的 

な
支
援
を
行
う
際
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
実
施
し
た
。 

 

■
調
査
対
象 

本

会

会

員

で

あ

る

事

業

協

同
組
合
、
事
業
協
同
組
合
連
合

会
、
事
業
協
同
小
組
合
、
企
業 

組
合
、
協
業
組
合
、
商
工
組
合
、

信
用
組
合
、
商
店
街
振
興
組
合
、

商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
及
び

定
款
会
員
の
合
計
１
，
７
０
５

会
員
を
調
査
対
象
と
し
た
。 

 

１
．
組
合
員
の
主
な
業
種 

回
答
の
あ
っ
た

1
2
4
8

組
合
の

主
な
業
種
に
つ
い
て
は
、「
サ
ー

ビ
ス
業
」
が

2
7

6

組
合
（
２
２
．

１
％
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で
、

「

製

造

業

」

が

2
4

5

組

合

（1
9

.6

％
）
、
「
複
数
業
種
」
が

2
3

0
 

組
合
（1

8
.4

％
）
、
「
卸
売

業
」
が

1
5

0
 

組
合
（1

2
.0

％
）
、

「

建

設

業

」

が

1
2

1
 

組

合

（9
.7

％
）
、「
運
送
業
」
が

1
1

3
 

組
合
（9

.1

％
）
、「
小
売
業
」
が

1
1

2
 

組
合
（9

.0

％
）
、
「
そ
の

他
」
が

1
 

組
合
（0

.1

％
）
の

順
と
な
っ
て
い
る
。 

 

２
．
組
合
の
事
務
局
役
職
員 

回
答
の
あ
っ
た

1
2

3
7

 

組
合

の
事
務
局
役
職
員
に
つ
い
て
は
、

「
専
従
職
員
」
が

7
6

9
 

組
合 

（6
2

.9
％
）
で
最
も
多
く
、
次

い
で
、「
専
従
役
員
」
が

4
3

5
 

組

合
（3

5
.2

％
）
、
「
兼
務
役
員
」

が

4
3

0
 

組
合
（3

4
.8
％
）
、「
兼

務

職

員

」

が

2
6

1
 

組

合

（2
1

.1
�

％
）
、
「
そ
の
他
」
が

1
1

0
 

組
合
（7

.1

％
）
、「
な
し
」

が

4
4

 

組
合
（3

.6

％
）
の
順
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、「
そ
の
他
」

と
し
て
は
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
、
派
遣
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。 

 

３
．
組
合
事
務
局
の
パ
ソ
コ
ン

等
の
設
置
状
況�

 

回
答
の
あ
っ
た

1
2

3
5

 

組
合

の
組
合
事
務
局
の
パ
ソ
コ
ン
等

の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、「
デ

ス

ク

ト

ッ

プ

パ

ソ

コ

ン

」

が

9
3

8
 

組
合
（7

6
.0

％
）
で
最
も

多
く
、
次
い
で
、「
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
」
が

6
4

7
 

組
合
（5

2
.4

％
）
、

「
サ
ー
バ
ー
」
が

2
0

6
 

組
合

（1
6

.7

％
）
、
「
設
置
し
て
い
な

い
」
が

6
7

 

組
合
（5

.4

％
）
、

「
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C

」
が

4
5

 

組

合
（3

.6

％
）
、「
ワ
ー
プ
ロ
専
用

機
」
が

3
1

組
合
（2

.5

％
）
、「
そ

の
他
」
が

2
3

 

組
合
（1

.9

％
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。�

 

７
割
強
の
組
合
が
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
「
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
」
を
設
置

し
て
い
る
。
一
方
、
省
ス
ペ
ー

ス
で
持
ち
運
び
も
容
易
な
「
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
」
を
設
置
し
て

い
る
組
合
も
５
割
強
に
の
ぼ
っ

た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
管
理
機

能
を
果
た
す
「
サ
ー
バ
ー
」
に

つ
い
て
は
、
設
置
組
合
の
専
従

役
職
員
数
の
平
均
が
約

1
5

 

名

と
な
っ
て
お
り
、
事
務
局
規
模

の
大
き
い
組
合
に
設
置
さ
れ
て

い
る
傾
向
が
あ
る
。�

 

な
お
、
昨
今
、
個
人
ユ
ー
ス

で
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
「
タ

ブ
レ
ッ
トP

C

」
に
つ
い
て
は
、

設
置
率
が
約

3
.6

％
に
留
ま
っ

て
い
る
。 

   

�
 

今

回

の

調

査

で

は

全

体

で

約

9
7

％
の
組
合
が
パ
ソ
コ
ン

を
設
置
し
て
い
る
と
の
結
果
に

な
っ
て
い
る
。
平
成

1
2

 

年
度

に
本
会
が
実
施
し
た
事
業
協
同

組
合
実
態
調
査
で
は
、
約

3
1

％

で
あ
っ
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、

1
4

 

年
間
で
パ
ソ
コ
ン
の
普
及

率
が
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
。 

 
 

 

４
．
組
合
事
務
局
の
パ
ソ
コ

ン
等
の
導
入
形
態�

 

回
答
の
あ
っ
た

1
1

9
8

 

組
合

の
組
合
事
務
局
の
パ
ソ
コ
ン
等

の
導
入
形
態
に
つ
い
て
は
、「
組

合

所

有

」

が

8
7

9
 

組

合

（7
3

.4

％
）
で
最
も
多
く
、
次

い
で
、
「
リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
」

が

2
3

0

組
合
（1

9
.2

％
）
、
「
組

合
員
等
か
ら
の
貸
与
」
が

1
0

3
 

組
合
（8

.6

％
）
、「
役
職
員
所
有
」

が

6
4

組
合
（5

.3

％
）
、
「
そ
の

他
」
が

4
1

 

組
合
（3

.4

％
）
の

順
と
な
っ
て
い
る
。�

 

「
リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
」
に
て

パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
て
い
る
組

合
の
パ
ソ
コ
ン
の
平
均
設
置
台 

数
は
約

1
1

.5
 

台
、
「
リ
ー
ス
・

レ
ン
タ
ル
」
を
導
入
し
て
い
な

い
組
合
の
平
均
設
置
台
数
は
約

7
.4

 

台
と
な
っ
て
お
り
、
設
置

台
数
の
比
較
的
多
い
組
合
に
お

い
て
は
「
リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
」

形
態
を
採
用
す
る
傾
向
が
顕
著 

で
あ
る
。�

 

 

５
．
組
合
事
務
局
の
パ
ソ
コ

ン
の
Ｏ
Ｓ 

回
答
の
あ
っ
た

1
2

1
3

 

組
合

の
組
合
事
務
局
の
パ
ソ
コ
ン
の

O
S

 

に
つ
い
て
は
、「W

in
d

o
w

s

７
」
が

9
1

7
 

組
合
（7

5
.6

％
）

で

最

も

多

く

、

次

い

で

、

「W
in

d
o

w
s
X

P

」
が

2
2

4
 

組

合

（1
8

.5

％

）
、
「W

in
d

o
w

s
 

W
in

d
o

w
s
8

」

が

1
6

7
 

組

合

(1
3

.8

％)

「W
in

d
o

w
s
 V

is
ta

」

が

1
2

7
 

組
合
（1

0
.5

％
）
、 

「W
in

d
o

w
s
8

.1

」
が

1
0

2
 

組

合
（8

.3

％
）
、「
設
置
し
て
い
な

い
」
が

3
5

 

組
合
（2

.9

％
）
、

「

M
A

C
O

S

」

が

2
1

 

組

合

（1
.7

％
）
、
「
そ
の
他
」
が

1
4

 

組
合
（1

.2

％
）
の
順
と
な
っ
て

い
る
。�

 

「W
in

d
o

w
s
7

」
以
降
の

O
S

 

が
主
流
と
な
り
っ
て
い
る
一
方

で

、

1
8

％

強

の

組

合

が

「W
in

d
o

w
s
X

P

」
を
使
用
し
て

い
る
。
「W

in
d

o
w

s
X

P

」
は
平

成

2
6

 

年

4
 

月

9

日
を
も
っ
て 

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
サ
ポ
ー



東
京
都
中
央
会 

 

中
小
企
業
組
合
の
情
報
化
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
実
態
調
査 

ト
が
終
了
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

更
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
配
布
が
停

止
さ
れ
る
な
ど
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
機
能
が
脆
弱
化
し
て
い
る
。

「W
in

d
o

w
s
X

P

」
パ
ソ
コ
ン
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
し
た
場

合
、
不
正
ア
ク
セ
ス
の
発
生
等

の
リ
ス
ク
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
新
し
い

O
S

 

へ
の
更
新

が
望
ま
れ
る
。 

ま
た
、「W

in
d

o
w

s
 V

is
ta

」
に

つ
い
て
も
平
成

2
9

 

年

4
 

月

1
1

 

日
を
も
っ
て
サ
ポ
ー
ト
が

終
了
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
更

新
準
備
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
て

い
る
。�

 

�
 

ま
た
、「M

A
C

O
S

」
に
つ
い

て
は
、
全
体
と
し
て
の
導
入
率

は
低
い
も
の
の
、
印
刷
関
連
業

や
情
報
処
理
業
の
組
合
で
は
、

導
入
割
合
が
比
較
的
多
か
っ
た
。

な
お
、
「M

A
C

O
S

」
を
使
用
す

る

大

部

分

の

組

合

で

は

「W
in

d
o

w
s

」
系

O
S

 

も
併
用

さ
れ
て
い
る
。 

 

 

６
．
組
合
事
務
局
の
パ
ソ
コ

ン
の
保
守
・
管
理
担
当
者 

回
答
の
あ
っ
た

1
1

4
7

 

組
合 

の
組
合
事
務
局
の
パ
ソ
コ
ン

の
保
守
・
管
理
（
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
）
担
当
者
に
つ
い
て
は
、「
組

合
事
務
局
職
員
」
が

5
0

5
 

組
合

（4
4

.0

％
）
で
最
も
多
く
、
次

い
で
、「
購
入
業
者
に
依
頼
」
が

4
6

5
 

組
合
（4

0
.5

％
）
、
「
購
入

業
者
以
外
の
業
者
に
依
頼
」
が

1
6

9
 

組
合
（1

4
.7

％
）
、
「
そ
の

他
」
が

9
3

 
組
合
（8

.1

％
）
、

「
担
当
者
が
不
在
」
が

7
2

 

組

合
（6

.3

％
）
の
順
と
な
っ
て
い

る
。 合

計

6
3

4
 

組
合
、
約
５
割
強

の
組
合
が
パ
ソ
コ
ン
の
保
守
・

管
理
を
外
部
の
業
者
に
依
頼
し

て
い
る
。
一
方
、「
組
合
事
務
局

職
員
」
が
パ
ソ
コ
ン
の
保
守
・

管
理
を
担
当
し
て
い
る
と
回
答

し
た
の
は

5
0

5
 

組
合
で
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
約

2
5

％
の
組
合

で

は

外

部

の

事

業

者

に

も

保

守
・
管
理
を
依
頼
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
全
体
と
し
て
外
部
の

業
者
へ
依
存
し
て
い
る
割
合
が

多
い
結
果
と
な
っ
た
。�

 

 

７
．
組
合
業
務
に
お
け
る
パ

ソ
コ
ン
の
活
用
状
況�

 

回
答
の
あ
っ
た

1
1

8
1

 

組
合

の
組
合
業
務
に
お
け
る
パ
ソ
コ 

ン
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
は
、 

「
文
書
・
資
料
の
作
成
」
が 

1
1

4
7

 

組
合
（9

7
.1

％
）
と
圧

倒
的
多
数
を
占
め
、
次
い
で
「
財

務
・
会
計
管
理
」
が

9
7

8
 

組
合

（8
2

.8

％
）
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト

閲

覧

」

が

9
3

8

組

合

（7
9

.4

％
）
、
「
電
子
メ
ー
ル
」

が

8
1

7
 

組
合
（6

9
.2

％
）
、「
組

合

員

管

理

」

が

7
1

3
 

組

合

（6
0

.4

％
）
、
「
人
事
・
給
与
管

理
」
が

5
9

8
 

組
合
（5

0
.6

％
）
、

「
事
業
管
理
（
販
売
、
購
買
、

生
産
、
在
庫
等
の
管
理
）
」
が

5
1

4
 

組
合
（4

3
.5

％
）
、
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
運
用
」
が

4
6

1
 

組
合

（3
9

.0

％
）
、
「
収
納
・
決
済
業

務
」
が

2
2

6
 

組
合
（1

9
.1

％
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。�

 

一

般

的

な

組

合

業

務

で

あ

る
「
文
書
・
資
料
の
作
成
」
に

つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
組
合

が
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て
い
る

ほ
か
、「
財
務
・
会
計
管
理
」「
人

事
・
給
与
管
理
」「
事
業
管
理
（
販

売
、
購
買
、
生
産
、
在
庫
等
の 

    

管
理
）
」
と
い
っ
た
財
務
や

業
務
の
管
理
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
閲
覧
」「
電
子
メ
ー
ル
」
等
の

ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
も
活
用

率
は
高
か
っ
た
。 

一
方
で
、
「
電
子
商
取
引
」

を
実
施
し
て
い
る
組
合
は

8
1

 

組
合
（6

.9

％
）
に
と
ど
ま
っ
た

ほ
か
、「
電
子
申
告
（e

-T
a

x

等
）
」

や
「
電
子
申
請
（
補
助
金
、
登

記
等
）
」
等
の
活
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

4

％
台
と
さ

ら
に
低
い
結
果
と
な
っ
た
。�

 

 

８
．
組
合
業
務
で
利
用
し
て

い
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア�

 

回
答
の
あ
っ
た

1
1

4
8

 

組
合

の
組
合
業
務
で
利
用
し
て
い
る

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
つ
い
て
は
、

「

ワ

ー

プ

ロ

・

表

計

算

」

が

1
0

1
0

組
合
（8

8
.1

％
）
で
最
も

多
く
、
次
い
で
「
財
務
会
計
」

が

7
6

1

組
合
（6

6
.3

％
）
、
「
給

与

計

算

」

が

3
3

3
 

組

合

（2
9

.0

％
）
、「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

が
2

8
6

 

組
合
（2

4
.9

％
）
、「
売

上
・
受
注
・
生
産
管
理
」
が

2
8

1
 

組
合
（2

4
.5

％
）
、
「
ホ
ー
ム
ペ

ー

ジ

作

成

」

が

2
6

2
 

組

合

（2
2

.8

％
）
、
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ

ョ

ン

」

が

1
6

3
 

組

合

（1
4

.2

％
）
、「
画
像
作
成
編
集
」

が

1
3

3
 

組
合
（1

1
.6

％
）
、「
そ 

の
他
・
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ソ
フ
ト
」
が

5
0

 

組
合
（4

.3

％
）
、 

「C
A

D

（
設
計
・
製
図
）
」
が

3
2

組
合
（2

.8

％
）
の
順
と
な

っ
て
い
る
。�

 

購

入

時

に

パ

ソ

コ

ン

に

プ

レ
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
多
い
「
ワ
ー
プ
ロ
・
表

計
算
」
ソ
フ
ト
の
導
入
割
合
が

最
も
多
か
っ
た
。
業
務
管
理
用

ソ
フ
ト
で
は
「
財
務
会
計
」
の

割
合
が
多
く
、「
給
与
計
算
」「
売

上
・
受
注
・
生
産
管
理
」「
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
な
ど
が
続
き
、
設

問
７
の
「
組
合
業
務
に
お
け
る

パ
ソ
コ
ン
の
活
用
状
況
に
つ
い

て
」
の
結
果
を
裏
付
け
て
い
る
。 

 

９
．
組
合
が
情
報
化
を
推
進 

す
る
目
的�

 

回
答
の
あ
っ
た

1
1

4
8

 

組
合

の
組
合
が
情
報
化
を
推
進
す
る

目
的
に
つ
い
て
は
、「
業
務
の
効

率
化
」
が

1
0

6
6

 

組
合
（9

2
.9

％
）

で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
経
費

の

削

減

」

が

5
8

9
 

組

合

（5
1

.3

％
）
、
「
情
報
収
集
能
力 

強

化

」

が

5
1

5
 

組

合

（4
4

.9

％
）
、
「
情
報
発
信
力
強



化
」
が

3
8

7
 

組
合

3
3

.7

％
）
、 

「
組
合
・
組
合
員
の
Ｐ
Ｒ
」
が

3
4

6
 

組
合
（3

0
.1

％
）
、
「
電
子

入
札
へ
の
対
応
」
が

1
1

6
 

組
合

（1
0

.1

％
）
、
「
組
合
・
組
合
員

産
品
の
販
路
拡
大
」
が

1
0

3
 

組

合
（9

.0

％
）
、「
危
機
管
理
・
Ｂ

Ｃ

Ｐ

対

策

」

が

3
5

 

組

合

（3
.0

％
）
、
「
そ
の
他
」
が

1
4

 

組
合
（1

.1

％
）
の
順
と
な
っ
て

い
る
。 

大

多

数

の

組

合

に

お

い

て

は
、「
業
務
の
効
率
化
」
や
「
経 

費
の
削
減
」
と
い
っ
た
業
務
改

善
を
情
報
化
の
第
一
義
的
な
目

的
と
し
て
い
る
。
こ
の
他
、「
情

報
収
集
能
力
強
化
」
は
約
４
割
、

「
情
報

発
信

力
強

化
」
、
「
組

合
・
組
合
員
の
Ｐ
Ｒ
」
に
つ
い

て
は
各
々
約
３
割
の
組
合
か
ら

回
答
が
あ
り
、
前
者
に
加
え
て

組
合
が
情
報
の
受
発
信
機
能
の

強
化
に
も
重
点
を
置
い
て
い
る

こ
と
が
伺
え
る
。�

 

 １
０
．
組
合
事
務
局
パ
ソ
コ
ン

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
状
況 

回
答
の
あ
っ
た

1
1

4
9

 

組
合

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
状
況

に
つ
い
て
は
、
「
光
回
線
」
が

8
5

9

組
合
（7

4
.8

％
）
で
圧
倒

的
に
多
く
、
次
い
で
「A

D
S

L

」

が

1
3

2
 

組
合
（1

1
.5

％
）
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い

な
い
」
が

5
6

 

組
合
（4

.9

％
）
、 

「

I
S

D
N

」

が

3
7

 

組

合

（3
.2

％
）
、
「
専
用
線
」
が

3
2

 

組
合
（2

.8

％
）
、
「C

A
T

V

」
が

2
2

 

組
合
（1

.9

％
）
、「
そ
の
他
」

が

1
1

 

組
合
（1

.0

％
）
の
順
と

な
っ
て
い
る
。�

 

サ

ー

ビ

ス

開

始

時

に

は

利

用
料
金
が
高
額
で
あ
っ
た
「
光

回
線
」
も
、
通
信
速
度
の
速
さ

と
料
金
の
引
き
下
げ
に
よ
り
大

き
く
普
及
が
進
ん
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
今
回
の
調
査
で

は
合
計
で
約

9
5

％
の
組
合
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
と
な

っ
た
。 

※ 

中
央
会
の
調
査
報
告
書
よ

り
抜
粋
し
ま
し
た
。 

 
 



     

丸
伸
製
作
所(

京
都
市
山
科

区
西
野
山
射
庭
の
上
町
三
〇
七

の
二
六 

☎
〇
七
五
―
五
八
三

―
五
一
一
五)

で
は
、
こ
の
ほ
ど 

輪
転
式
印
刷
機
や
平
圧
式
印
刷

機
の
印
刷
樹
脂
版
や
印
刷
金
属

版
や
抜
き
刃
型
を
固
定
す
る
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

     

 
 

 
 

               

    

っ
た
く
新
し
い
両
面
接
着
テ
ー

プ
「
リ
ピ
タ
ッ
ト
」
を
発
売
し

ま
し
た
。 

「
リ
ピ
タ
ッ
ト
」
は
、
貼
り
や

す
く
，
剥
が
し
や
す
く
、
貼
り

直
し
が
で
き
る
強
力
両
面
接
着 

テ
ー
プ
で
版
に
糊
が
残
ら
な
い 

  
 

 
 

 
 

 
 

   

    

シ
リ
ン
ダ
ー
に
糊
が
残
ら
な
い
、

金
属
版
の
裏
面
に
糊
が
残
ら
な

い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
版
止
め

両
面
テ
ー
プ
の
欠
点
を
解
消
し

ま
し
た
。 

こ

の

た

め

も

う

一

度

貼

り

替
え
が
可
能
で
、
空
気
が
入
り

に
く
い
、
伸
縮
性
ゼ
ロ
と
い
う

大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
他
に
も
、
細
か
く
切
っ

て
耳
止
め
テ
ー
プ
に
，
剥
が
し

や
す
く
、
糊
残
り
が
少
な
い
の

で
、
跡
の
手
入
れ
が
大
変
楽
に

な
り
ま
す
。
耐
水
性
，
対
溶
剤

性
、
耐
熱
性
に
も
優
れ
て
い
ま

す
。 

 
「
リ
ピ
タ
ッ
ト
」
の
仕
様
は

次
の
通
り
。 

 

リ
ピ
タ
ッ
ト
１
３
０
は
、
二

〇
〇
㎜
幅
、
三
十
二
ｍ
巻
、
一

三
〇μ

厚
。 

 

紙
厚
は
九
〇μ
と
一
一
〇μ

、

紙
幅
は
一
〇
〇
㎜
幅
と
一
五
〇

㎜
幅
が
あ
り
ま
す
。 

リ

ピ

タ

ッ

ト

１

３

０

は

一

般
印
刷
用
か
ら
文
字
量
、
ベ
タ
、

ア
ミ
の
多
い
印
刷
に
向
い
て
お

り
、
薄
手
の
リ
ピ
タ
ッ
ト
１
１

０
と
９
０
は
細
か
な
表
現
や
シ 

    ャ
ー
プ
な
印
刷
に
向
い
て
お
り
、

用
途
に
応
じ
た
使
い
分
け
が
で

き
ま
す
。 

 

同
社
で
は
こ
の
他
に
ガ
ラ
ス

ク
ロ
ス
に
フ
ッ
素
樹
脂
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
施
し
、
刃
型
に
付
着

す

る

ノ

リ

が

つ

か

な

く

な

る

「
フ
ロ
ー
テ
ー
プ
」(

肌
色
テ
ー

プ)

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ス
ポ
ン

ジ
や
ゴ
ム
を
貼
っ
た
上
に
貼
る

も
の
。 

 

ま
た
、
ラ
ベ
ル
印
刷
機
（
平

圧
タ
イ
プ
）
の
版
、
抜
き
型
固

定
用
両
面
テ
ー
プ
の
「
ク
ラ
ッ

チ
テ
ー
プ
」(

特
許
出
願
中)

も

あ
り
、
特
徴
と
し
て
は
、 

①

剥

が

れ

や

す

い

紙

を

芯

材
に
し
た
両
面
テ
ー
プ
な
の
で

貼
り
付
け
作
業
の
手
間
が
一
度

で
す
む
。 

芯
材
の
紙
が
剥
が
れ

る
の
で
、
版
や
抜
き
型
を
外
し

易
い
。 

②

剥

が

す

際

に

糊

残

り

が

少
な
い
再
剥
離
接
着
剤
を
使
用
。 

 

③
両
面
テ
ー
プ
を
２
枚
使
う

必
要
が
な
い
の
で
、
コ
ス
ト
を

削
減
で
き
る
。 

ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に

お
電
話
下
さ
い
。 

            

第
一
四
二
回 

「
丸 

伸 

製 

作 

所
」 

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 

 

 

画期的な両面接着テープ『リピタット』 


